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「
河
上
肇
博
士
関
係
資
料
」
⑯

№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

741

河
上
肇
著
作
集

第
２
巻

解
説

宮
川

実

ｓ
・
39
・
８
・
10

1964

筑
摩
書
房

月
報
３

ｓ
・
39
・
８

筑
摩
書
房

大
河
内
一
男

「
貧
乏
物
語
」
雑
感

向
坂
逸
郎

「
貧
乏
物
語
」
と
私

山
田
勝
次
郎

河
上
肇
先
生
と
私

大
熊
信
行

「
河
上
肇
」
と
そ
の
後

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
（
経
済
学
の
部
）

742

河
上
肇
著
作
集

第
３
巻

解
説

堀
江
邑
一

ｓ
・
40
・
４
・
30

1965

筑
摩
書
房

月
報
11

ｓ
・
40
・
４

筑
摩
書
房

森
戸
太
郎

河
上
先
生
と
経
済
学
説
史

宇
都
宮
徳
馬

河
上
先
生
の
思
い
出

蜷
川
虎
三

思
い
出
す
こ
と

田
中
文
蔵

旧
師
旧
友

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
８

743

河
上
肇
著
作
集

第
４
巻

ｓ
・
40
・
１

1965

筑
摩
書
房

月
報
８

ｓ
・
40
・
１

筑
摩
書
房

相
沢
秀
一

河
上
先
生
の
学
問
へ
の
態
度

名
和
統
一

河
上
先
生
と
新
労
農
党

逸
見
重
雄

学
生
運
動
と
河
上
先
生

古
林
喜
樂

河
上
先
生
の
最
後
の
講
義

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
５

744

河
上
肇
著
作
集

第
５
巻

河
上
肇
著
「
資
本
論
入
門
」

ｓ
・
40
・
２
・
15

1965

筑
摩
書
房

解
説

長
谷
部
文
雄

（
転
）

宮
川

実
編
著

回
想
の
長
谷
部
文
雄

ｓ
・
56
・
７
・
30

1965

八
潮
書
店
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

745

月
報
９

ｓ
・
40
・
２

1965

筑
摩
書
房

遊
部
久
蔵

劈
頭
の
商
品
と
河
上
博
士

堀
江
英
一

河
上
先
生
と
わ
た
し
の
世
代

奈
良
本
辰
也

思
い
出
す
こ
と
ど
も

栗
原

佑

「
衰
翁
」
と
こ
ど
も

大
門
英
太
郎

河
上
先
生
の
こ
と

（
転
）
回
想
大
門
英
太
郎
―
も
う
一
つ
の
昭
和
史

H
・
６
・
７

1994

大
門
英
太
郎
先
生
追
悼
録

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
６

刊
行
委
員
会

746

河
上
肇
著
作
集

第
６
巻

解
説

白
石

凡

ｓ
・
39 
・
６
・
10

1964

筑
摩
書
房

月
報
１

ｓ
・
39 
・
６

筑
摩
書
房

作
田
壮
一

河
上
さ
ん
を
偲
ぶ
思
い
出
の
一
節

恒
藤

恭

京
大
時
代
の
河
上
先
生

河
上

秀

留
守
日
記
か
ら

747

河
上
肇
著
作
集

第
７
巻

河
上
肇
年
譜

内
田
丈
夫

ｓ
・
39 
・
７
・
10

1964

筑
摩
書
房

月
報
２

ｓ
・
39 
・
７

筑
摩
書
房

小
島
祐
馬

「
改
版
社
会
問
題
管
見
」
の
序
文

大
塚
有
章

河
上
家
の
人
々

志
賀
義
雄

河
上
さ
ん
と
脱
獄
囚

椎
名
剛
美

河
上
先
生
の
思
い
出

藤
森
成
吉

ぼ
く
の
「
河
上
肇
伝
」

748

河
上
肇
著
作
集

第
８
巻

解
説

寿
岳
文
章

ｓ
・
39 
・
９
・
10

1964

筑
摩
書
房

月
報
４

ｓ
・
39 
・
９

筑
摩
書
房

谷
口
善
太
郎

河
上
先
生
の
「
血
み
ど
ろ
」
の
「
書
」

津
田
青
楓

獄
中
書
簡

石
田
憲
次

思
い
出
す
こ
と

山
川
菊
栄

自
伝
を
読
む

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
１



105

№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

749

河
上
肇
著
作
集

第
９
巻

解
説

松
方
三
郎

ｓ
・
39 
・
12
・
15

1964

筑
摩
書
房

月
報
７

ｓ
・
39 
・
12

筑
摩
書
房

安
田
徳
太
郎

河
上
先
生
の
思
い
出

阿
部
知
二

小
春
日
和

花
田
大
五
郎

人
間
河
上
さ
ん

和
田
耕
作

河
上
先
生
の
こ
と
な
ど

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
４

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
（
随
想
の
部
）

750

河
上
肇
著
作
集

第
10
巻

解
説

福
井
孝
治

ｓ
・
39 
・
11
・
20

1964

筑
摩
書
房

月
報
６

ｓ
・
39 
・
11

筑
摩
書
房

大
内
兵
衛

河
上
先
生
は
和
服
が
お
す
き

御
木
本
隆
三

ラ
ス
キ
ン
と
河
上
先
生

小
林
直
衛

河
上
先
生
と
カ
バ
ン

古
田

光

河
上
肇
の
思
想
と
そ
の
問
題
性

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
３

751

河
上
肇
著
作
集

第
11
巻

詩
歌
集

解
説

ｓ
・
40
・
３
・
20

1965

筑
摩
書
房

中
野
重
治
・
書
簡
集
解
説

小
林
輝
次

ｓ
・
53
・
６
・
30

1978

筑
摩
書
房

（
転
）
中
野
重
治
全
集
第
19
巻

ｓ
・
40
・
３

1965

筑
摩
書
房

月
報
10

石
田
英
一
郎

純
粋
な
人
間
ら
し
さ

―
あ
る
非
難
に
答
え
て
―

（
転
）
東
西
抄
―
日
本
・
西
洋
・
人
間
―
Ⅱ

ｓ
・
40
・
９
・
30

（
純
粋
さ
と
人
間
ら
し
さ
―
河
上
肇
博
士
と

私
た
ち
―
）
と
題
し
て

吉
川
幸
次
郎

河
上
肇
博
士
の
詩
歌

伊
藤
祐
之

方
正
学
と
河
上
先
生

菅
原
昌
人

「
滅
多
に
作
ら
な
か
っ
た
時
代
」
の
短
歌
と
俳
句

小
暮
和
男

河
上
肇
先
生
と
私

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
著
作
目
録
７
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

752

河
上
肇
著
作
集

第
12
巻

解
説

末
川

博

ｓ
・
40 
・
５
・
30

1965

筑
摩
書
房

月
報
12

ｓ
・
40 
・
５

筑
摩
書
房

都
留
重
人

河
上
さ
ん
の
色
紙

立
野
正
一

玄
関
番
子
の
思
い

安
井
信
雄

晩
年
の
河
上
先
生

塚
本
幸
七

河
上
肇
先
生
を
憶
う

青
木
新
平

河
上
先
生
と
碁

白
石

凡

編
集
を
終
え
て

753

登
張
竹
風

竹
風
随
想

ド
イ
ツ
語
懺
悔
（
五
）

登
張
竹
風
遺
稿
追
想
集

ｓ
・
40 
・
１
・
６

1965

郁
文
堂
出
版

754

末
川

博
編

河
上
肇
研
究

ｓ
・
40 
・
５
・
30

1965

筑
摩
書
房

755

岩
村
登
志
夫

新
労
農
党
樹
立
提
案

労
働
運
動
史
研
究

第
39
号

ｓ
・
40 
・
７
・
20

1965

労
働
旬
報
社

新
労
農
党
と
人
民
戦
線
戦
術

結
び
に
か
え
て

（
転
）

日
本
人
民
戦
線
史
序
説

新
労
農
党
論

ｓ
・
46
・
５
・
１

1971

校
倉
書
房

756

河
田
賢
治 

 
 
<

わ
た
し
を
変
え
た
本>

マ
ル
ク
ス
経
済
学

ア
カ
ハ
タ

ｓ
・
40 
・
９
・
５

1965

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

757

戸
沢
重
雄

思
想
犯
罪
の
検
察
実
務
に
つ
い
て
（
1933
）

現
代
史
資
料
16

社
会
主
義
運
動
３
ｓ
・
40 
・
10
・
30

1965

み
す
ず
書
房

共
産
党
員
金
子
健
太
の
司
法
警
察
官
及
び
検
事
の
取
調
記
録

1928

758

船
山
信
一

中
沢
臨
川
・
河
上
肇
の
唯
物
史
観
論
争

大
正
哲
学
史
研
究

大
正
期
の

ｓ
・
40 
・
11

・
１

1965

法
律
文
化
社

可
変
道
徳
不
変
道
徳
論
争
―
河
上
肇
の
道
徳
説
お
よ
び

Ⅵ

唯
物
論

そ
れ
に
対
す
る
堺
利
彦
の
批
判
な
ら
び
に
両
者
に
対
す
る

・
・
・
櫛
田
民
蔵
の
解
釈
と
評
価
―

唯
物
史
観
の
本
質
・
構
造
と
マ
ル
ク
ス
学
の
体
系
に
お
け
る

そ
れ
の
地
位
―
河
上
肇
・
櫛
田
民
蔵
・
福
田
徳
三
―

759

山
岸
一
章 

 
 
<

わ
た
し
を
変
え
た
本>

河
上
肇
「
資
本
論
大
綱
」

ア
カ
ハ
タ

ｓ
・
40 
・
11
・
28

1965

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

760

岩
村
登
志
夫

府
議
選
労
農
協
議
会

大
阪
労
働
運
動
史
研
究

９
号

ｓ
・
40
・
12
・
１

1965

大
阪
地
方

仮
釈
放

労
働
運
動
史
研
究
会

農
民
学
校
開
設

没
落
宣
言

（
転
）

日
本
人
民
戦
線
史
序
説

小
岩
井
浄
論
８
、
９

ｓ
・
46
・
５
・
１

1971

校
倉
書
房

761

大
沢
久
明 

 
 

<

わ
た
し
を
変
え
た
本>

河
上
肇
「
唯
物
史
観
」

ア
カ
ハ
タ

ｓ
・
40 
・
12
・
19

1965

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

762

正
宗
白
鳥

河
上
博
士
の
こ
と

正
宗
白
鳥
全
集

第
12
巻
回
想
ｓ
・
41
・
１
・
20

1966

新
潮
社

763

堀
江
邑
一

河
上
肇
の
人
と
業
績
死
後
20
年
の
命
日
に
よ
せ
て

赤

旗

ｓ
・
41
・
１
・
20

1966

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

764

中
山
正
男

河
上
思
想
を
吸
収

学
友
会
の
懸
賞
募
集
に
発
禁
も
の
の

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

ｓ
・
41
・
２
・
１

1966

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

脚
本
が
入
選<

毒
舌
一
代
大
宅
壮
一
を
裸
に
す
る
25>                                                       

新
聞
社

765

和
辻

照

学
生
検
挙
事
件<

和
辻
哲
郎
と
と
も
に
八>

 
 

 
 

 

新
潮

第
63
巻
２
号
ｓ
・
41
・
２
・
１

1966

新
潮
社

（
転
）

和
辻
哲
郎
と
と
も
に

京
都
（
１
）

ｓ
・
41
・
11
・
25 

1966

新
潮
社

766

相
沢
秀
一

河
上
先
生
の
こ
と

立
命
館
経
済
学

第
14
巻
６
号
ｓ
・
41
・
２
・
20

1966

立
命
館
大
学
経
済
学
会

（
転
）

経
済
学
と
そ
の
周
辺

第
一
部
経
済
学
〔
追
記
〕

ｓ
・
51
・
６
・
10

1976

雄
渾
社

767

夫
と
暗
い
谷
間
を
生
き
ぬ
く

朝
日
新
聞

ｓ
・
41
・
３
・
３

1966

朝
日
新
聞
社

平
凡
の
中
に
偉
さ
信
じ
＝
耐
え
＝
励
ま
す

768

相
沢
秀
一

河
上
博
士
顕
彰
運
動
に
寄
せ
る

長
州
新
聞

ｓ
・
41
・
３
・
４

1966

長
州
新
聞
社

（
転
）

岩
国
市
が
生
ん
だ
偉
大
な
教
育
者
河
上
肇
博
士

ｓ
・
41
・
４
・
７

1966

河
上
博
士
顕
彰
準
備
委
員
会

（
転
）

経
済
学
と
そ
の
周
辺
第
二
部

恩
師
河
上
肇
追
想

ｓ
・
51
・
６
・
10

1976

雄
渾
社

769

佐
野

学

日
本
共
産
党
公
判
闘
争
代
表
陳
述
速
記
録

現
代
史
資
料
17

ｓ
・
41
・
３
・
15

1966

み
す
ず
書
房

第
４
、
５
回
総
論
３
，
４
（
1931
）

社
会
運
動
（
４
）
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

770

脇
村
義
太
郎

紀
州
田
辺
に
お
け
る
河
上
肇
先
生

東
京
河
上
会
会
報

№
11

ｓ
・
41
・
３

1966

東
京
河
上
会

（
転
）

脇
村
義
太
郎
全
集

第
４
巻

ｓ
・
51
・
５
・
20

1976

日
本
経
営
史
研
究
所

（
転
）

わ
が
故
郷
田
辺
と
学
問

H
・
10
・
４
・
９

1998

岩
波
書
店

771

大
内
兵
衛

河
上
肇
（
筑
摩
叢
書
61
）

ｓ
・
41
・
７
・
15

1966

筑
摩
書
房

（
復
刻
）

ｓ
・
60
・
５
・
30 

1985

772

木
崎
夏
期
大
学

座
談
会
夏
期
大
学
五
十
年
の
歩
み
と
今
後
の
展
望

ｓ
・
41
・
７
・
15

1966

信
濃
教
育
会
出
版
部

773

末
川

博

河
上
肇
と
大
山
郁
夫
―
理
想
主
義
者
で
楽
天
家
―

朝
日
新
聞 

 
 

 
<

折
々
の
人
７> 

ｓ
・
41
・
９
・
20

1966

朝
日
新
聞
社

（
転
）

末
川
博
随
想
全
集

第
９
巻

ｓ
・
47
・
８
・
25

1972

栗
田
出
版
会

思
い
出
の
人
と
私
の
あ
ゆ
み

774

野
村
正
太
郎 

 
<

わ
た
し
を
変
え
た
本>

河
上
肇
「
第
二
貧
乏
物
語
」

ア
カ
ハ
タ

ｓ
・
41
・
10
・
７

1966

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

775

松
島
栄
一
（
解
説
）
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
じ
ま
る
―
第
一
次
世
界
大
戦
十
六

読
書
の
友

日
本
百
年
109

ｓ
・
42 
・
２
・
６

1967

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

776
末
川

博

「
留
守
日
記
」
序

ｓ
・
42 
・
２
・
10

1967

筑
摩
書
房

（
転
）

末
川
博
随
想
全
集

第
９
巻

ｓ
・
47
・
８
・
25

1972

栗
田
出
版
会

（
再
）

新
版
留
守
日
記
―
河
上
肇
夫
人
獄
外
の
記
録
―

H
・
９
・
２
・
25

1997

岩
波
書
店

旧
版
の
〝
は
し
が
き
〟
と
し
て

777

内
田
丈
夫

河
上
秀
夫
人
の
こ
と

ｓ
・
42 
・
２
・
10 

1967

筑
摩
書
房

「
留
守
日
記
」
冬
の
時
代
に
耐
え
た
妻
の
記
録

（
再
）

新
版
留
守
日
記
―
河
上
肇
夫
人
獄
外
の
記
録
―

H
・
９
・
２
・
25

1997

岩
波
書
店

778 
<

東
京
百
年
52>
 

大
戦
で
ボ
ロ
儲
け
「
大
正
成
金
」
庶
民
は
貧
困
化

毎
日
新
聞

ｓ
・
42 
・
２
・
20

1967

毎
日
新
聞
社

米
騒
動
へ
（
の
内
）
河
上
博
士
の
「
貧
乏
物
語
」
が
誕
生

779

鎌
倉
孝
夫

価
値
論
論
争
の
批
判
的
一
考
察

唯
物
史
観

第
４
号
Ⅲ

ｓ
・
42 
・
４
・
30

1967

河
出
書
房
出
版
社

櫛
田
、
河
上
論
争
の
残
し
た
も
の

大
内
兵
衛
等
編


